
 

  

日時：平成３０年１０月１４日（日）9：00〜17：45 

会場：大阪市立大学 医学部学舎１８階会議室 

募集人数：３０名 

更新ポイント：医療情報技師３点，医用画像情報専門技師 15 点 

参加申込期限： 9 月 14 日（金）17：00 

第 24 回 

PACS Specialist セミナーのお知らせ（大阪） 

このたび大規模な災害が発生した場合を想定して必要となる事業継続計画（BCP）、厚生労働省標準規格である
JJ1017， DICOMの最新状況の理解を深めていただく機会として「みて」・「きいて」・「ふれる」実践セミナーを
開催することになりました． 
本年度の診療報酬改定では画像管理加算３が新設され，今後，被ばく線量管理はますます注目を浴びていくことに
なることから，今回のセミナーでは特に被ばく線量管理のデータフォーマットとして用いられるRDSRの解説を 
中心に，JJ1017と組み合わせた管理手法など，最新の技術的動向を織りまぜて詳しく解説します． 
これから医療情報管理に携わる方から実務経験者まで，広く，多くの皆様のご参加をお待ちしています． 
 
プログラム 

 

日本放射線技術学会 教育委員会 医療情報部会 近畿支部  
 

 9：30〜10：15 これならできるJJ1017 （豊橋市民病院 原瀬正敏） 

10：15〜12：20 実践JJ1017（実習形式） （大阪国際がんセンター 川眞田実） 

13：35〜14：35 DICOM UPDATE  （JIRA 鈴木真人） 

14：35〜15：20 はじめてみませんかBCP （みやぎ県南中核病院 坂野隆明） 

15：35〜17：40 実践BCP（実習形式）  （みやぎ県南中核病院 坂野隆明） 

17：40〜17：45 総括     （東北大学病院 坂本博） 

参加申し込みは会員システムRacNeよりお願いします。非会員の方も登録可能です。 

申し込み詳細は右アドレスをご確認ください。https://www.jsrt.or.jp/data/news/34690/ 

 


